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1991年４月に創設された社会情報学部は，2016年で25周年を迎えました．この間，様々な
教育・研究を展開して来ましたが，入学者数の減少から2013年度の入学生を最後に募集停止
に至り，その入学生達も2017年３月に卒業を迎えることとなりました．
このような状況を踏まえて小内学部長より，「紀要『社会情報』の最終号を，関係者にとっ
て一区切りを付ける意味を込めた特集号として発刊しては」という提案が４月の学部教授会で
なされ，異議なく了承されました．同時に，その編集委員として森田が任命されました．この
様な事情で，森田が紀要最終号の編集作業に当たることになった次第です．
編集委員としてまず決めなければならなかったのは特集号のテーマです．学部教員の方々に
相談に乗って頂きながら色々と検討した結果，「社会情報学部の25年間を振り返って」とする
ことに落ち着きました．同時に，ただの回想録ではなく，『この機会に，学部関係者（現在籍
教員＋OB教員＋α）が25年間の間に行って来た研究・教育活動を振り返り，各自がそれら
を（現在の視点で）総括した論考を集積することを以て，後々まで参照できる学部資産とした
い．』（６月教授会資料より）ということをねらいとすることも学部として確認されました．そ
して，紀要の基本構成についての了承を得た後，２月の発刊を目指して具体的な発刊作業にと
りかかりました．
そのスケジュールに沿って，６月末頃から学部を退職あるいは異動されたOB教員の方々へ
の原稿依頼を始めました．しかし，中には社会情報学部を去られてから十年以上も経っている
方もおられるので，何名くらいの方にご執筆頂けるか不安で一杯でした．特に他大学へ異動さ
れた方の場合，本務校での研究・教育そして校務がある中で，わざわざ執筆のお時間をとって
頂くのはかなり無理では，と心配しながらのご依頼でした．ところが，間もなく届き始めたご
返事は「社会情報学部にはお世話になりました．特集号に少しでも貢献できたらと思い，書か
せて頂くことにします．」，「特集号への寄稿のご依頼光栄です．是非書かせて頂きます．」など
の大変積極的な内容が相次ぎ，当初の不安は一挙に吹き飛んでしまいました．そして大変嬉し
く思いました．また，諸事情で執筆の時間が取れない方からも「誠に申し訳ありませんが，今
回は執筆することができません．社会情報学部には今後何らかの形でご恩返ししたいと思いま
す．」という大変丁寧なご返事を頂き，却ってこちらが恐縮しました．このようなやりとりを
通じて，巻頭言で田中先生が仰っておられた，社会情報学部に関わった人達の〝つながり"の
強さをひしひしと感じた次第です．最終的に執筆者の数は27名におよび，その内，学外の方
が過半の15名を占めるという異例の特集号となりました．
届いた原稿は総数37編です．それらの編集作業を通じて，それぞれの方が社会情報学部で
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得た経験や知識あるいは人とのつながりが，社会情報学部25年間のアクティビティとして位
置づけられる様が浮かび上がって来ました．当初の期待通りの特集号になったと実感していま
す．そして，発刊の趣旨通り，これが単なる回想録ではなく貴重な学部資産として，今後それ
ぞれの方の置かれた立場で活用されて行く参照点となることを願っています．
最後に発刊にご協力頂きました執筆者を含む関係者の方々に改めて深謝します．
（2017年１月)
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